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１．経営責任者からのメッセージ 
 

                   「安全報告書２０１1」の公表にあたって 
 

秩父鉄道株式会社 

代表取締役社長  大 谷  隆 男 

東北地方太平洋沖地震で被災された皆様にお見

舞い申し上げます。被災地の一日も早い復旧・復興

を心からお祈り申し上げます。 

 

 平素より、秩父鉄道をご利用いただきまして誠にあ

りがとうございます。 

秩父鉄道は、地域沿線のお客様の通勤・通学、ま

た、観光に訪れるお客様の足として、「輸送の安全

確保」を第一に掲げ、法令を順守し、意識改革の推

進に努め、信用と親しみのある秩父鉄道を目指し、 
全社員一丸となって取り組んでおります。 

 本報告書は鉄道事業法に基づき、２０１０年度における当社の安全輸送のための取り組みや輸送の実

態をご紹介するために作成いたしました。皆様の声を、今後のより一層の安全輸送に役立てるため率直

なご意見、ご感想をお聞かせいただければ幸いです。 
２．輸送の安全に対する基本方針と安全目標 
 

 （１） 基本方針 

    『輸送の安全確保、無事故・無災害の達成』を最優先として、社員一人ひとりが行動するための基

本方針を、「安全行動規範」として掲げ全社員に周知しています。 
 

「安全行動規範」 

① 一致協力して輸送の安全確保に努めます。 

② 輸送の安全に関する法令及び関連する規程をよく理解するとともにこれを遵守し、厳正忠実に

職務を遂行します。 

③ 常に輸送の安全に関する状況を理解するよう努めます。 

④ 職務の実施にあたり、推測に頼らず確認の励行に努め、疑義のある時は最も安全と思われる

取扱いをします。 

⑤ 事故・災害等が発生したときは、人命救助を最優先に行動し、すみやかに安全適切な処置をと

ります。 

⑥ 情報は漏れなく迅速、正確に伝え、透明性を確保します。 

⑦ 常に問題意識を持ち、必要な変革に果敢に挑戦します。 
 

（２） 安全目標 

年間ゼロ災害の必達 
 

 

“ ス ロ ー ガ ン ” 
 

基本を守って安全作業 

全員で約束しよう無災害 
 

 



 
３．安全管理体制と方法 

 

 （１）安全管理体制    

平成１８年１０月１日に制定された「秩父鉄道 安全管理規程」では、社長を最高責任者とし、社

長が選任した安全統括管理者のもと、安全推進の管理体制を確立し、各管理者の役割と権限を

明確に定めています。 
 

役 職 役           割 

社 長 
安全第一の意識をもって事業活動を行える体制の整備に努めるとと

もに、輸送の安全を確保するための最終的な責任を負う。 

安 全 統 括 管 理 者 輸送の安全の確保に関する業務を統括する。 

総 務 部 長 
輸送の安全の確保に必要な設備投資、人事、財務に関する事項を

統括する。 

鉄 道 部 長 
安全統括管理者の指揮の下、運転、施設、車両に関する業務を統括

する。 

運 転 管 理 者 安全統括管理者の指揮の下、運転に関する事項を統括する。 

乗務員指導管理者 
運転管理者の指揮の下、運転士の資質の保持に関する事項を管理

する。 

施 設 管 理 者 安全統括管理者の指揮の下、施設に関する事項を管理する。 

車 両 管 理 者 安全統括管理者の指揮の下、車両に関する事項を管理する。 
 

 



 

（２）安全管理の方法 

①運転事故防止対策委員会 

安全統括管理者を委員長とする「運転事故防止対策委員会」を毎月１回開催し、事故、不具合等

が発生した場合の多面的分析、再発防止施策の立案、審議等を行っています。また、年２回同委員

会で現業職場において適正に業務が行われているか点検するための安全指導（巡回・列車添乗）を

実施し、現業職場の実態の把握に努めています。 

②職場巡視 

夏季運転無事故運動、年末年始輸送安全総点検の運動期間中、会長、社長、役員、各課長が現

業職場を巡回訪問し、各職場から提出の各運動実施計画書に基づき、作業の視察や係員との意見

交換を行い、双方向のコミュニケーションを図っています。 

③内部監査と教育 

２００８年度より、安全マネジメント態勢の有効性と安全管理体制の適合性を確認するため内部監査

員が監査チームとなり、“鉄道部内部監査”を実施しております。社長（経営トップ）をはじめとする経営

管理部門へのインタビューのほか、現業職場長に対し安全管理規程、その他の規程等に適合した業

務の遂行を確認し、是正・改善するなど PDCA サイクルが適切に機能しているか社内診断を行ってい

ます。 

（３）安全管理体制の教育 

運輸安全マネジメント内部監査員研修を受講した者が、安全統括管理者および運転管理者、その

他の管理者と同行して現業職場において開催される各会議を利用し、運輸安全マネジメント態勢の生

い立ちから、安全管理規程の記載内容について理解し易い資料に沿って、全社員が安全管理体制

および安全管理規程の理解を深めるための教育を行っております。今後も継続して実施して参りま

す。 
 

４．輸送の安全への取組み 

7500 系・7000 系・6000 系電車 

２０１０年度も列車運行の安全性の確保・維持と

改善、旅客サービスの向上のため、安全対策、修

繕工事やバリアフリー化工事を実施しました。これ

らのうち主な安全への取組みについてご紹介いた

します。 

 

（１） ２０１０年度の安全対策、バリアフリー工事・修繕 

工 事 費 

安全対策更新工事  ３８６,０３４千円 

主な線路関係修繕   ６５,９６６千円 

主な電気関係修繕   ３８,６５７千円 

バリアフリー工事   ８８,４９６千円 

計         ５７９,１５３千円 

（２）２０１０年度の安全対策、バリアフリー工事・修繕概要 

①車両の更新 

現在、秩父鉄道の主力として走っている１０００系電車は各種リバイバルカラー等でご好評をいただ

いておりますが、新造後の経年を考慮して代替を進めております。２００９年度に続いて、２０１０年度は

２編成６両を東急電鉄から購入した８０９０系電車に秩父鉄道仕様の運転保安装置他を搭載し、車内

旅客案内表示器、自動放送装置、車椅子スペース設置等のバリアフリー化のうえ、７５００系電車とし

て運用を開始しました。２０１１年度も１０００系電車３編成９両の代替を予定しており、今後も計画的に

電車の代替を進めてまいります。 



②重軌条交換 

安全確保のための中長期整備計画に基づき、２００９年度は行田市駅構内及び行田市駅～持田駅

間１．７６ｋｍのレールを更換しました。２０１０年度もレール頭部磨耗や継目の傷みが発生している武

州荒木駅～東行田駅間の１．６７ｋｍの 37ｋｇレールを太い５０N レールに更換し、列車走行音の低減と

安全性と乗り心地の向上を図りました。今後も計画的に重軌条化を進めてまいります。 

 

③コンクリート枕木化 

列車が高速で走る区間や貨物列車を運転している区間から順次、木枕木をレールの締結力が強

いコンクリート枕木に更換し、レールの劣化を防ぐとともに乗り心地の向上を図っています。２００９年度

の２,７９５丁に続いて２０１０年度は持田-熊谷駅間、寄居-波久礼駅間、皆野-大野原駅間の２,８２０丁

をコンクリート枕木に更換しました。２０１１年度は皆野-和銅黒谷駅間他の１,０００丁のコンクリート枕木

化を予定しております。 

 

④分岐・橋・継目枕木更換 

経年劣化した分岐枕木、橋枕木、継目枕木等１,７１１丁を新しい枕木に更換しました。 

  

⑤軌道整備 

線路の道床交換を１８０ｍ実施し、道床砕石を８０４トン補充のうえ、マルチプルタイタンパーによる

軌道整備を７７．４ｋｍ実施しました。 

 

⑥踏切道の安全性向上 

２０１０年度は第４種の秩父本線 東行田№５踏切道に警報機と遮断機を設置しました。２０１１年

度は第４種の武州荒木№４踏切道に警報機と遮断機を設置し、踏切道の安全対策を推進します。 

 

⑦踏切保安設備の主要部品の更新 

秩父本線と三ヶ尻線の第１種踏切道の踏切保安設備の経年した踏切遮断機２２台と列車検知装

置６４式を更新しました。 

 

⑧駅の信号装置の更新 

秩父本線の各駅に設置されている信号保安装置（継電連動装置）の更新を進め、列車運行の安

全性確保に努めています。２０１０年度は大麻生駅の継電連動装置を更新し、引続き２０１１年度は

永田駅の継電連動装置の更新を予定しております。 

 

⑨電力管理システムの更新 

秩父本線と三ヶ尻線に設置された８変電所を遠隔監視制御している電力管理システムの電子計

算機２台を更新し、列車運行に使用する電力の安定供給を図りました。 

 

⑩架線の張替 

摩耗や経年劣化が進んだ電車線８１８ｍと吊架線１,５１８ｍの張替えを行いました。 
 

５．安全確保のための教育・訓練 
 

（１）現業職場における各種訓練 

各現業職場において、春の全国交通安全運動など年４回実施される交通安全運動の期間中に車

両応急処置訓練、高所作業訓練等を実施し、係員の知識技能の維持と向上を目的とし取り組んでお

ります。  



 

春の交通安全運動踏切ビラ配布 運転士単独一年経過教習 

異 常 時 総 合 訓 練 

６．鉄道事故等に関するご報告 

２０１０年度に発生した「鉄道運転事故」「輸送障害」「インシデント」の発生件数は以下のとおりで

す。 

鉄道運転事故         ５件 

・踏切障害事故        ４件 

・鉄道人身障害事故      １件 

※ 鉄道運転事故とは、列車衝突事故、列車脱線事故、列車火災事故、踏切障害事故、道路障害事故

鉄道人身傷害事故をいいます。 

輸送障害           ７件 

・自然災害等によるもの    ２件 

・設備の故障によるもの    ３件 

・自殺等によるもの      ２件 

※ 輸送障害とは、列車の運転を休止したもの、または、30 分以上の遅延を生じたものをいいます。 

インシデント         ０件 

※ インシデントとは、運転事故が発生するおそれがあると認められた事態をいいます。 



７．ご利用のお客様、地域の皆様とともに 

 

（１）バリアフリー化  

寄居駅の橋上駅舎と旅客乗降用ホームの段差を解消するため、ラッチ内コンコースにエレベーター

を新設いたしました。 
（２）サービス介助士資格の取得  

高齢化社会を迎えるとともに、多くのお客様に安

心して鉄道をご利用いただけるよう、職員のサービ

ス介助士資格の取得を推進しております。２０１０年

度までに駅係員１７名、列車乗務員３名が資格を取

得いたしました。 

（３）AED の設置  

秩父鉄道では、お客様の急病等万一の事態に

備え羽生駅、熊谷駅、寄居駅、長瀞駅、御花畑駅

に AED（自動体外式除細動器）を設置しておりま

す。 

（４）こども１１０番の駅  

通学や学習塾などに通うため鉄道を利用するお

子さまが、より一層安心して駅を利用することがで 

寄居駅エレベーター 

きる環境づくりを目指し「こども１１０番の駅」の取組に参加しています。こどもを危険から守り、安全な地

域づくりに貢献することを目的に積極的に推進して参ります。 

 
 

この安全報告書に関するご意見、お問い合わせ等は 秩父鉄道株式会社 鉄道部 運転課 

TEL ０４８－５２３－３８７１ まで、お願いいたします。 
 

 


